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新年、明けましておめでとうございます。 

２０２６年の幕開けを迎え、皆様におかれまして

は、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

新たな年のスタートにあたり、旭川地方労働基準協

会の新会長として皆様にご挨拶申し上げます。 

昨年は、様々な課題や変化がありましたが、皆様

のご努力とご協力により、安心・安全な職場環境の

確保に向けた取り組みが進展しましたことを心よ

り感謝申し上げます。 

さて、北海道経済の２０２６年の見通しについて

は、ラピダス社による先端半導体の量産化に向けた

取り組みが本格化するなか、関連する設備投資の拡

大が期待されています。さらに、ガソリン・軽油の

旧暫定税率廃止などを背景に家計の節約志向が和

らぎ、個人消費額の増加も見込まれることから、景

気は緩やかな持ち直し基調を維持するとの見方が

広がっています。一方で、日中関係の悪化に伴う日

本産水産物の輸入停止措置や日本への渡航自粛要

請により、中国人旅行客のキャンセルが相次いでお

り、観光関連産業への影響が懸念されます。加えて、

建築基準法の改正を受けて住宅投資が大幅に減少

することがほぼ確実視されており、先行きには不透

明感も残っています。 

続いて、北海道の労働災害の発生状況について申

し上げます。死亡災害が近年増加傾向にあり、建設

業や林業を中心として、墜落・転落による事故が多

く発生しています。とりわけ、こうした死亡災害の

多くがベテラン作業員に集中していることから、年

齢や経験年数に関わらず、改めて安全対策への意識

を一段と高めていくことが喫緊の課題となってい

ます。一方で、死亡に至らないものの４日以上の休

業災害は前年より減少しており、一定の防止対策が

効果を上げ始めているといえますが、引き続き労働

環境の改善に努める必要があります。 

まず求められるのは、労働条件の一層の改善です。

働き方改革の推進や労働時間の適正化はもちろん

のこと、高齢化の進展に伴い、特に過疎地域では若

年層の流出が深刻化しており、人材確保の面でも大

きな課題を抱えています。さらに、近年では労働者

のメンタルヘルスが重要視されており、職場でのス

トレス管理や健康維持のための取り組みが求めら

れています。加えて、夏期の熱中症対策に加え、従

来は想定しがたかった熊の出没への備えなど、地域

特性に応じた安全対策も重要性を増しています。 

こうした諸課題に対し、当協会は今後も労働災害

防止の取り組みを強化し、労働環境の向上に全力を

尽くしてまいります。特に、労働安全衛生に関する

情報提供や教育の充実を図り、働く皆様が安心して

業務に従事できる環境づくりに注力していく所存

です。 

また、労働基準法の遵守と適正な労働条件の確保

は、私たちに課せられた重要な責務です。これまで

同様、地域の労働状況を的確に把握し、必要な対策

を講じてまいります。皆様との連携をさらに深める

ことで、地域全体の労働環境をより良いものへと発

展させていけることを、心より願っております。 

最後になりますが、本年が皆様にとりまして健や

かで実り多い一年になりますよう、心よりお祈り申

し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年のごあいさつ 
    旭川地方労働基準協会長 髙沼 克広 
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新年あけましておめでとうございます。 

新春を迎え、旭川労働基準協会の皆さまをはじめ、

地域の産業を支える多くの事業者の皆さまに、心より

お慶びを申し上げます。 

また、平素より労働基準行政の推進に格別のご理解

とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

昨年を振り返りますと、企業経営を取り巻く環境は

依然として厳しさと変化を併せ持っておりました。人

手不足が構造的に続くなか、働く人の価値観や職業観

も多様化し、「安心して長く働ける職場であるか」「自

分の力を発揮できる環境があるか」といった点が、企

業選択の重要な要素となっています。 

こうした時代において、企業が持続的に発展してい

くためには、労働者一人ひとりが生き生きと働ける職

場づくりが不可欠です。それは労働災害を防止する、

就業環境を整えることにとどまらず、働く人の意欲や

能力を最大限に引き出すための「人を大切にする経

営」を実現することが望まれます。 

それと同時に、職場内でのコミュニケーションが円

滑で、互いに尊重し合える風土が根付いている職場で

あることも重要です。 

そのような職場環境づくりに取り組むことは、従業

員の定着率の向上や生産性の向上にもつながり、結果

として企業の競争力を高めることになります。 

また、旭川地域は道北経済の中心として、製造業、

建設業、運輸業、サービス業など多様な産業が支え合

う地域です。それぞれの企業が働きやすい職場づくり

を進めることは、地域全体の雇用を安定させ、若い世

代がこの地で働き、暮らし、家庭を築いていける地域

社会の実現にもつながります。 

言い換えれば、「人を大切にする職場づくり」は、地

域の持続的な発展に直結する取り組みとなるのです。 

旭川労働基準監督署では、引き続き、労働基準法・

労働安全衛生法の遵守を基盤としつつ、事業場の自主

的な安全衛生活動や働き方改革の推進を支援してま

いります。特に、労働災害防止に向けたリスクアセス

メントの定着、メンタルヘルス対策、そして中小企業

における労務管理の充実など、現場に寄り添った指

導・助言に努めてまいります。 

さらに、今後は法令遵守のその先にある、働く人が

安心し、誇りをもって働ける職場づくりを皆さまとと

もに目指したいと考えています。そのためにも、行政・

企業・労働者がそれぞれの立場から対話を重ね、信頼

関係を築いていくことが重要と考えています。 

安全で健康的な職場環境は、現場で働く一人ひとり

の意識と行動の積み重ねによって実現されるもので

す。どうか本年も、職場の安全文化の定着に向けて、

皆さまのお力添えを賜りますようお願い申し上げま

す。 

また今年は、重要なお知らせがあります。 

令和８年９月１６日(水）から１８日（金）までの３

日間、北海きたえーる、札幌コンベンションセンター

ほかを会場として、「全国産業安全衛生大会」が北海道

で開催されます。 

全国から安全衛生の専門家や事業者が集い、最新の

技術動向、災害防止の好事例、組織マネジメントなど、

多岐にわたる学びの機会が提供されます。道内での開

催は貴重であり、企業の安全衛生水準の向上に直結す

る絶好の機会です。旭川地域からも、多くの事業者・

安全担当者の皆さまにぜひご参加いただき、安全文化

のさらなる発展にお役立ていただければ幸いです。 

結びに、本年が皆さまにとって実り多き一年となり、

旭川地域が「誰もが安心して働ける、活力あるまち」

としてさらなる発展を遂げますことを心より祈念申

し上げ、新年のごあいさつといたします。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年頭のごあいさつ 
旭川労働基準監督署長 近藤 英孝 
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旭川労働基準監督署 

副署長        渡辺 英樹 

第一方面主任監督官 手塚 規幸      安全衛生課長 佐藤 憲司 

第二方面主任監督官 伊藤 健太郎   業務課長    山田   彰 

第三方面主任監督官 齋藤 恵介     労災課長    筒井 一樹 
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